








生は適応困難 を感 じてお り具体経験 として,異文
化への適応等が挙げられている (井上,2001)。












援す る制度 として採用 されているのが,「チュー
ター制度」であ り,入学 1年 目あるいは2年 目の
留学生を対象に,主に学部上級生等が,イ固々の留
学生につき勉学や大学生活上のサポー トをするも
















礫 山 瑠 美
ルをせ ざるを得ない状況が推測 されるc
3.感情労働
労働の際に, 自らの感 清のコン トロールをす る
「感 晴労働」 と呼ばれるものがある。感 清労働は ,
ア メ リカ の社 会 学 者 で あ るホ ック シール ド
(1983)に よって提唱 された概念であ り,「公的
に観察可能な表 情と身体的表現を作るために行 う












本研究では,チ ューターがその役害|」 を果た しな
が ら, どのように感 晴を経験 していたのかについ














を行った後,感清労働尺度 (萩野 。瀧ヶ崎 。稲本 ,

















留学生Y'-1と 留学生Y'-2と 関わっている時は ,














Zは ,留学中に留学生Z'と はルームメイ トであ
り,友達だったことを語った。ZはZ'に ,留学 し
ていた時に『 お滋1訂ノごなった』という気持ちがあ



















うかや関わ りやす さの違い等が示唆 された (X,
Y,Z)。 また本研究では,感情労働者であるチュー
ターは,能動的にチューターを引き受けてお り,
当初は 「思いや りをもって」 とい う注意事項を念
頭に支援 していたが,次第に『ジをご』(X,Y,Z)
となっていった留学生との関わりの中でも,チュー
ターとしての『賃〃|』 や『 ″到  (X,Y,Z)が
あったり,『お列  (X,Y)を もらえたりと,「 チュー
ター制度」とい う感晴規則によって感清を管理さ
れていたことが考えられた。ところが,本研究で
感晴労働尺度による質問紙を行った結果は,研究
協力者全体では感清労働尺度の平均値を下回った。
この結果から, チューターは感晴のコン トロール
をすることなく,心から『麦層』としての留学生
に関わっていたことが大きく影響 しているのでは
ないかということが示唆された。あるいは,チュー
ター自身の感晴と留学生の感 )青 に大きな違いがな
かったため,感清をコントロールする必要がなかっ
たとも考えられる。
また本研究では,3名 の研究協力者は,それぞ
れ異なる経緯でチューター経験をしたことが明ら
かになった。研究協力者3名 の叙述から,留学生
との相性やリコミュニケーション (言語の違い ,
語学力等)における問題を抱えているかどうかが
留学生と関わりやすさに影響することが見出され
た。さらに,留学経験のあることで,よ り共感的
になることが,留学前と後にチューターを経験し
た研究協力者Yの叙述からも示唆された。
臨床心理学的意義
本研究では現象学的アプローチを用いて,留学
した経験のあるチューター経験者が留学生との関
わりで感 じる様々な感晴を明らかにした。本研究
で明らかになった結果は,チ ューターを支援する
示唆となり,それが相乗効果をもって留学生の安
心した生活に繋がるという意味で,今後チューター
を経験する人やチューターを支援する上での一助
になるのではないだろうか。
また,本研究では感清労働者であるチューター
の経験した感 1青 について考察を行った。今後は,
チューターは感 1青 労働者でもあることを考慮する
ことが,チ ューター自身のバーン・アウトを防ぐ
ことになり,よ り適切な留学生支援ができるので
はないだろうかと考察された。
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